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【令和 6 年（2024 年）能登半島地震】  

1 月 1 日に発生した「令和 6 年能登半島地震」により亡くなられた方々のご冥福をお祈りする

とともに、被災された皆様、現在も困難な状況にある皆様に心からお見舞い申し上げます。 

 

 

寒い日が続いていますが、皆さんは如何お過ごしでしょうか。 

2 月は、平和構築と 紛争予防月間 。 

そして、１９０５年２月２３日は、ロータリーの創始者・ポール・ハリスが、友人３人と最初に会合

をもった日です。 

この２月２３日を祝う創立記念日は、「世界理解と平和の日」として遵守され、 

世界理解と 平和週間 (2/23-3/１) となっています。 

 

ゴードン・R・マッキナリーRI 会長は “Create  Hope  in The World” 

「世界に希望を生みだそう」 と 今年度メッセージで世界の平和を願っています。 

希望は平和な土壌に育みます。 

しかし、今、世界のいたるところで戦争や紛争が起こっています。 

残念なことに紛争は拡大、難民も増え続けています。 

戦争・紛争はどちらが悪くて、どちらが良いかの個人的なコメントは差し控えますが、戦争・紛争そ
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のものを止めなければなりません。 

「平和は概念として説くものではなく、実現すべきものです」 

「最も高潔な戦争は、戦争に対する戦争である」 ポール・ハリスは、1928 年に東京で開催された

太平洋ロータリー会議に宛てたメッセージの中で、恐怖が各国を紛争に陥れる原動力であると警告

しました。 

 

ロータリーの戦争に対する高潔な戦い、すなわち平和構築は、来年、中東・北アフリカ・ロータリー

平和センターが新設されるとともに、前進しています。 

 

ロータリーのビジョン声明として、 私たちは、世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続

可能な良い変化を生むために、 

人びとが手を取り合って行動する世界を目指しています。 

そして、ロータリーの行動計画として、 

 

 

優先事項１ より大きなインパクトをもたらす 

優先事項２ 参加者の基盤を広げる 

優先事項３ 参加者の積極的なかかわりをうながす 

優先事項４ 適応力を高める 

 

 

 

私達も今一度考えてみましょう。 

 

そして、５月はシンガポールでロータリー国際大会が開催されます。 

シンガポールは同じアジア圏ですので、皆さんのたくさんの参加をお願いします。 

地区の HP にも当地区でのツアーを組みましたので、掲載してあります。 

御検討をお願いします。 
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ポリオプラス委員長 森内 忠良 

築舘年度は、成田秀治パストガバナーを団長として、2830 地区独自のパキスタン ポリオワクチ

ン投与活動を行った。南部弁、津軽弁を交えながら地区独自で活動することは意義があると考えた。 

ポリオ常在国はパキスタン・アフガニスタンの紛争や、宗教上の問題でワクチン接種が難しいのが

現状である。したがって、ウエストジョーダン RC の永田雄治氏、現地のポリオプラス委員長アジ

ズ氏、通訳のアリ氏に協力していただき、安全にワクチン投与活動を行うことができた。 
 
同行した青森 RC の松山氏から、参加者の生の声として一筆いただいたので紹介する。 

 
「ポリオプラス委員長・青森 RC の森内氏から、『5 日間休みを取れないか？』と聞かれたことが始

まりだった。簡単に『いいよ』と返答するも、後から 5 月 29 日に心筋梗塞で救急車に運ばれ、2

週間の手術入院したことを思い出し、急に心配になり始めた。そうしている間にホテル青森での花

田ガバナー壮行会の席で偶然隣になった方と話が弾み、『病み上がりで心配だ』と伝えたところ『僕

も行くよ。僕は医者（青森モーニングの坂井氏）。県病の看護師（佐藤氏）も一緒だから大丈夫』と

言われ、安心して出発した。 

12 月 3 日、カラチのホテルから出ると、道路の両脇がどこまでもゴミの山。 

カラチのミアプールサクロでウォーターポンプの視察。この地域は井戸を掘ると海水しか出ない。

そのためにロータリークラブが設置した濾過装置で真水に変えているが、その装置も盗難に遭う。

近くの村にある 1000 坪程度の水溜池の水は村人 2000 人ほどが飲んでおり、1km 先の村人も水

を汲みに来るが、池には村人の生活排水が流れている。牛の餌は渇ききった草で、牛は痩せ細って

いる。羊はゴミ捨て場のペットボトルをかき分け、その中から何かを食べている。 

12 月 5 日、カラチのイッハッドタウンにて戸別訪問。ワクチン投与活動の護衛には小銃を持った

ポリス。そしてロータリーが創設した学校の視察。ロータリークラブが貧しい人々に深く浸透、貢

献していることを知った。」 
 
私からの「楽しかったか？」という問いに、松山氏から「大変有意義な活動ができたので、体験を

報告したい」という申し出があり、嬉しく思う。また参加者全員が安全で実りある活動をできたこ

とを励みに、今後の活動に活かしたい。 

パキスタン ポリオワクチン投与活動の旅 
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シンガポール国際大会ツアーのご案内 

～シンガポールで希望を分かち合おう！～ 
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【5/26（日）18：30～地区ナイトについてのご案内】 

個人で旅行の手配をされている方の地区ナイトへの参加もお待ちしております。 

詳細は後ほどご案内いたします。 
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